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することも、ダイアグラム内の1つの項目
について実行することも可能です。

・新しいPDFレポート形式
P D Fレポート形式に RT B（ R e p o r t
Template Builder）を使用することで、
レポートの表示や印刷でのスケーラビリ

ティを向上でき、グラフィックの品質が低

下することもありません。

主要3機能

• 様々なモデリング手法のサポート

• コストおよびパフォーマンスメトリクス分析

• プロセス/データの統合

新機能

• XMLエクスポートフィルタリング

• スイムレーンダイアグラムオプションの拡張

• 新しい「Where Used」レポート

• 新しいPDFレポート形式

ビジネスを把握することによって
ITとの的確な整合を実現
ITプロジェクトがビジネスと適切に整合
できていないと、プロジェクト失敗の大

きな要因となり、組織の規模に関わらず

IT管理コストが増大する原因となります。
競争が激化し、新しいビジネスモデルや

法規制が登場して急激な変貌を続けるビ

ジネス環境では、品質と顧客サービスの

レベルを維持または高めると同時に、生

産性向上とコスト削減を達成するという

厳しい課題に企業は直面しています。ま

すます複雑になる業務を管理し、変化に

対応すると同時に、新しいビジネス手法

を模索しなければなりません。既存のプ

ロセスの効率向上、時間のかかる手作業

の自動化、ビジネスアクティビティ全般

に渡るコンプライアンスの確保は、常に

求められる要素です。

しかし、組織がプロセスの最適化や自動

化を行うためには、まず現状を把握しな

ければなりません。これは、複雑で難し

い作業です。プロセスの把握と最適化が

完了したら、次に変更点を正しく効率的

に伝達する作業に進みますが、これも重

要で難しい作業です。多くの企業が認め

ていることですが、ビジネスプロセスや

要件を様々な視点から考え、詳細な設計

図を作成しておけば、目標設定や変更内

容の実践と伝達を効率的に行うことがで

き、その結果、大きな価値をビジネスに

もたらすことができます。

ビジネスの重要項目の可視化と伝達
ビジネスアナリストは、ビジネスプロセ

スモデリングを活用することにより、企

業の業務を様々な視点から見た情報を収

集、体系化、分析し、その結果を経営陣、

業務に関わるスタッフ、ITスタッフに伝
達することができます。このような情報

を活用することで、経営陣はプロセス最

適化に関する意思決定を行い、ITスタッ
フはビジネスと正しく連携したソリュー

ションを設計できます。

CAのAllFusion PMは、プロセス、デ

AllFusion Process Modeler（以下AllFusion PM）は、複雑なビジネスプロセスの可視化、分析、品質向

上を支援する強力なモデリングツールです。プロセスモデルの使用により、様々なビジネスプロセスの重

要な側面（必要なアクティビティ、実行および管理方法、実行に必要なリソース、出力の形態）を明確に文

書化できます。これにより、小さな部門のワークフローから複雑な企業全体のプロセスに至るまで、組織

がどのようにタスクを実行するべきかを全体的に捉えることができます。



ビジネスアナリスト向けの専門ツール

AllFusion PMは、ビジネスモデル設計者
のサポートと生産性向上を目的に、必要な

全ての機能を1つのツールで提供します。
・設計プロセスの自動化

AllFusion PMは、プロセスモデル構築
に必要となる多くの作業を自動化し、正確

で整合性のある結果を高いレベルで保証

します。モデルの構築作業では、オブジェ

クトがハイライト表示されるので、発生し

やすい誤りを防ぐことができます。

・カスタマイズ可能な

スプレッドシートインタフェース

ディクショナリフレームワークでは、モデ

ル情報を高速かつ容易に入力、管理でき

ます。この使いやすいインタフェースに

より、モデル作成のための優れたメカニ

ズムを提供します。

・容易なレポート作成機能

レ ポ ー ト テ ン プ レ ー ト ビ ル ダ は 、

AllFusion PMとAllFusion ERwin DM
に共通のレポートエンジンであり、包括的な

レポートやWebサイト作成をサポートしま

す。また、あらゆるモデルに適用可能なレポ

ータフロー、ワークフローのモデリング

を1つのツールでサポートし、ビジネスと
テクノロジ両方の分析に必要な機能を提

供します。この3つのすべての視点から主
要なモデリング情報を再利用し、矛盾、

ギャップ、不連続な部分を特定して、最

終的に一貫性を持たせます。また、企業

のビジネスに関する知識を収集すると同

時に、コラボレーションの推進、生産性

や品質の向上、アプリケーション開発プ

ロセスの指針を示すメカニズムを提供し

ます。

特長
複数の表記法をサポート

複数のモデリング手法や様々な表記法を

サポートしているので、必要とされるあ

らゆる視点から詳細で適切な分析や設計

を実行でき、複雑な環境に対応します。

・様々なモデリング手法のサポート

ビジネスプロセス（IDEF0）、ワークフロ
ー（IDEF3）、データフロー（DFD）のモデ
リング手法を統合した方法で再利用し、調

整します。

・スイムレーンダイアグラム

スイムレーンダイアグラムは、複雑なプロ

セスを効率的に可視化し最適化するメカ

ニズムです。このダイアグラムは、機能カ

ットではなくプロセス全体を体系化し、プ

ロセス、役割、職責を同時に捉えることが

できます（図1）。
・組織チャート

組織構造は、ビジネスプロセスの定義方法

や 実 践 方 法 に 影 響 を 与 え ま す 。

AllFusion PMは、役割を明示的に定義す
る機能を提供します。役割により、ビジネ

スプロセス内にあるタスクやジョブを定

義、分類します。

ユニークで強力な分析統合機能

AllFusion PMでは、詳細で幅広いデー
タを用意しており、分析および設計プロ

セスで使用できるので、分析結果から更

に価値の高いモデルを作成できます。

・コストおよびパフォーマンスの

メトリクス分析

AllFusion PMは、ABC（Activity Based
Costing：アクティビティベースのコスト算
定）を完全にサポートし、プロセス分析向け

に最適化されています。包括的なレポート

機能や専用ABCツールとの双方向インタフ
ェースにより、アクティビティベースの管理

戦略の実装を支援します。

・シミュレーションインタフェース

シミュレーションにより、変更が与える影響

を動的に把握できます。導入する前に様々

なシナリオをテストできるので、どのソリュ

ーションが最適なのかを確認できます。

AllFusion PMは、強力なシミュレーション
環境であるArenaにワークフローモデルを
エクスポートし、リアルタイム分析を実行し

ます。

・プロセス/データの統合

AllFusion PMと AllFusion ERwin
Data Modeler（以下AllFusion ERwin
DM）の統合は、企業全体の情報アーキテク
チャ分析が直面する問題点を解決します。

AllFusion PMに組み込まれているデータ
活用機能やメタデータサポートにより、デー

タがどのプロセスで使用されているかを詳

細に示す「Where Used」マッピングを提
供します（図2参照）。

コラボレーションが可能なモデリング環境

モデリングは、チームで行う場合がほとん

どです。モデリングチームの成功と生産

性を決める鍵となるのは、モデリングで作

成されたモデルをシームレスに共有する

機能と、モデリングプロセスの効率的な管

理機能です。

・分割/結合機能

AllFusion PMでは、複雑なプロセスモデ
ルを管理しやすいワークパッケージに分

割してから、これを結合して一貫したモデ

ルに戻し、設計の一貫性を達成することが

できます。この環境では、チームメンバ

ーが同時に作業できるので、プロジェクト

の分析や設計サイクルが短縮されます。

・AllFusion Model Manager
との統合

AllFusion Model Managerは、マル
チユーザのモデルリポジトリであり、

AllFusion PMやAllFusion ERwin
DM向けの中央モデルストレージ、アク
セス制御、バージョン管理、レポートサ

ービスを実現します。

カスタマイズ可能な

モデリングインタフェースと拡張機能

AllFusion PMでは、ツールの動作、モデ
ルオブジェクトの表示、メタデータの拡張

を指定できるので、ビジネスニーズを的確

に反映させることができます。

・カスタマイズ可能なユーザインタフェース

ドッキング可能なツールバー、マルチビュ

ーを持つモデルエクスプローラ、ツールの

動作を詳細に定義する機能は、設計現場の

生産性を高めます。

・カスタマイズ可能なダイアグラム

オブジェクト/ディスプレイ　

ダイアグラムのモデルオブジェクトでの

形状やグラフィックの選択、表示情報デー

タの粒度の指定が可能です。

・ユーザ定義のプロパティ

ビジネス関連情報の取得機能をカスタマ

イズすることができます。このビジネス情

報は、AllFusion PMレポート機能ですぐ
に処理し、Microsoft WordやMicrosoft
Excelなどほかのプログラムにエクスポ
ートできます。

ートテンプレートを作成することも可能で

す。「一度定義しておけばどこでも再利用可

能」というアプローチにより、レポート作成

の標準を作ることができます。

r7の新機能
使いやすさの向上

ビジネスプロセスを把握、表現、分析す

る作業は、時間のかかるプロセスです。組

織は、反復的なアプローチをとることが多

く、それぞれの問題点や要件に合わせてプ

ロセスモデルの詳細を時間をかけて構築

します。堅牢性に優れたプロセスモデル

を効率的かつ反復的に構築する機能は、

効率化、開発期間の短縮、モデル構築にか

かる全体的なコストの削減を実現する上

で、重要な役割を果たします。AllFusion
PM r7では、モデル設計者の日々の作業
を効率化することを目的に、操作性を向上

する機能が追加されています。

・AllFusion ERwin DM
との統合強化

AllFusion ERwin DMとのモデル同期
機能が強化されています。その中の

「Remove ERwin Links」オプションで
は、AllFusion ERwin DMモデルに属
していたエントリや属性を別のモデルに

エクスポートできます。

・XMLエクスポートフィルタリング
XMLファイル（XML Export）としてモ
デルを保存すると、エクスポート用に選択

したオブジェクトやプロパティをフィル

タ処理し、子モデルが存在する場合も存在

しない場合も、選択した項目をプロセスモ

デル内のダイアグラムに限定することが

できます。

・スイムレーンダイアグラム

オプションの拡張

スイムレーンダイアグラムの拡張では、既

存のスイムレーンの順序を再設定できる

ようになったので、生産性や柔軟性が向上

しました。

・新しい「Where Used」レポート
「Where Used」レポートは、アクティビ
ティ、矢印、データストア、外部参照、ジャ

ンクション、参照を使った文書です。モデ

ル設計者は、モデル全体でレポートを実行図1: AllFusion Process Modelerのスイムレーンダイアグラムでは、プロセス、役割、職務を同時に参照できます。 図2: AllFusion Process Modelerは、データとプロセスの詳細なマッピングにより、企業全体での情報アーキテク
チャの開発や保守を実現します。
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との統合強化

AllFusion ERwin DMとのモデル同期
機能が強化されています。その中の

「Remove ERwin Links」オプションで
は、AllFusion ERwin DMモデルに属
していたエントリや属性を別のモデルに

エクスポートできます。

・XMLエクスポートフィルタリング
XMLファイル（XML Export）としてモ
デルを保存すると、エクスポート用に選択

したオブジェクトやプロパティをフィル

タ処理し、子モデルが存在する場合も存在

しない場合も、選択した項目をプロセスモ

デル内のダイアグラムに限定することが

できます。

・スイムレーンダイアグラム

オプションの拡張

スイムレーンダイアグラムの拡張では、既

存のスイムレーンの順序を再設定できる

ようになったので、生産性や柔軟性が向上

しました。

・新しい「Where Used」レポート
「Where Used」レポートは、アクティビ
ティ、矢印、データストア、外部参照、ジャ

ンクション、参照を使った文書です。モデ

ル設計者は、モデル全体でレポートを実行図1: AllFusion Process Modelerのスイムレーンダイアグラムでは、プロセス、役割、職務を同時に参照できます。 図2: AllFusion Process Modelerは、データとプロセスの詳細なマッピングにより、企業全体での情報アーキテク
チャの開発や保守を実現します。
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することも、ダイアグラム内の1つの項目
について実行することも可能です。

・新しいPDFレポート形式
P D Fレポート形式に RT B（ R e p o r t
Template Builder）を使用することで、
レポートの表示や印刷でのスケーラビリ

ティを向上でき、グラフィックの品質が低

下することもありません。

主要3機能

• 様々なモデリング手法のサポート

• コストおよびパフォーマンスメトリクス分析

• プロセス/データの統合

新機能

• XMLエクスポートフィルタリング

• スイムレーンダイアグラムオプションの拡張

• 新しい「Where Used」レポート

• 新しいPDFレポート形式

ビジネスを把握することによって
ITとの的確な整合を実現
ITプロジェクトがビジネスと適切に整合
できていないと、プロジェクト失敗の大

きな要因となり、組織の規模に関わらず

IT管理コストが増大する原因となります。
競争が激化し、新しいビジネスモデルや

法規制が登場して急激な変貌を続けるビ

ジネス環境では、品質と顧客サービスの

レベルを維持または高めると同時に、生

産性向上とコスト削減を達成するという

厳しい課題に企業は直面しています。ま

すます複雑になる業務を管理し、変化に

対応すると同時に、新しいビジネス手法

を模索しなければなりません。既存のプ

ロセスの効率向上、時間のかかる手作業

の自動化、ビジネスアクティビティ全般

に渡るコンプライアンスの確保は、常に

求められる要素です。

しかし、組織がプロセスの最適化や自動

化を行うためには、まず現状を把握しな

ければなりません。これは、複雑で難し

い作業です。プロセスの把握と最適化が

完了したら、次に変更点を正しく効率的

に伝達する作業に進みますが、これも重

要で難しい作業です。多くの企業が認め

ていることですが、ビジネスプロセスや

要件を様々な視点から考え、詳細な設計

図を作成しておけば、目標設定や変更内

容の実践と伝達を効率的に行うことがで

き、その結果、大きな価値をビジネスに

もたらすことができます。

ビジネスの重要項目の可視化と伝達
ビジネスアナリストは、ビジネスプロセ

スモデリングを活用することにより、企

業の業務を様々な視点から見た情報を収

集、体系化、分析し、その結果を経営陣、

業務に関わるスタッフ、ITスタッフに伝
達することができます。このような情報

を活用することで、経営陣はプロセス最

適化に関する意思決定を行い、ITスタッ
フはビジネスと正しく連携したソリュー

ションを設計できます。

CAのAllFusion PMは、プロセス、デ

AllFusion Process Modeler（以下AllFusion PM）は、複雑なビジネスプロセスの可視化、分析、品質向

上を支援する強力なモデリングツールです。プロセスモデルの使用により、様々なビジネスプロセスの重

要な側面（必要なアクティビティ、実行および管理方法、実行に必要なリソース、出力の形態）を明確に文

書化できます。これにより、小さな部門のワークフローから複雑な企業全体のプロセスに至るまで、組織

がどのようにタスクを実行するべきかを全体的に捉えることができます。
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